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IRB 番号「2012-1084」   
研究課題名「網羅的プロテオミクス解析による肝・肺転移関連遺伝子の探索的

研究」 
 
１．研究の対象 
2004 年 12 月～2020 年 01 月に、当院で大腸がんの手術を受け、さらに大腸がんの肝転移

あるいは肺転移の手術も受けられた方 
 
２．研究目的・方法 
【目的】大腸がんの転移に関連する因子の探索を行い、転移を予測する新しいマーカーを

発見することや新規の治療方法を開発していくことを目的としています。 
【方法】大腸がんの原発巣と肝・肺転移巣の切除標本からタンパク質を抽出して、最新の

網羅的プロテオミクスによって原発巣と転移巣でのタンパク質の発現変化を解析し、転移

に関連する因子の探索・同定を行います。さらに、大腸がんの進行度（ステージ）や再発

の時期などの臨床病理情報と照らし合わせて、転移との関連性を検証していきます。 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
本研究に用いる試料・情報につきましては、倫理審査員会の承認を受けた研究計画書に従

い、個人が特定されないように適切に匿名化処理を行った上で取り扱っています。 
研究に用いる試料：手術で摘出された大腸がん（原発巣）、肝転移、肺転移の切除検体 
研究に用いる情報：病歴、大腸がんの進行度（ステージ）情報、手術所見、病理所見、再

発の時期、抗がん剤治療の治療歴など 
 

４．外部への試料・情報の提供 
手術で摘出された大腸がん（原発巣）、肝転移、肺転移の切除検体のごく一部（3mm 程

度）を凍結状態で、共同研究機関に搬送します。その際には、個人が特定できない標本登

録番号のみが付与されています。対応表は、施錠により入室制限がなされている当院の消

化器外科医局で保管します。また、本研究では、病歴、大腸がんの進行度（ステージ）情

報、手術所見、病理所見、再発の時期、抗がん剤治療の治療歴などの情報を収集し、共同

研究機関の間で共有されますが、その情報は守秘されるとともに、情報に対して匿名

化処理を行っているために、研究者は個人を特定することはできません。研究に用い

る情報のやり取りに際しては、プライバシーの保護には十分配慮しておこないますの

で、個人情報が外部に伝わることはありません。 
 
５．研究組織（共同研究機関） 
国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 
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プロテオームリサーチプロジェクト 足立 淳 
〒567-0085 大阪府茨木市彩都あさぎ 7 丁目 6 番 8 号 電話 072-641-9811 
公式ホームページ http://www.nibiohn.go.jp/ 
 
６．お問い合わせ先 
 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
  
照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
〒135-8550 
東京都江東区有明 3-8-31 
がん研究会 有明病院 大腸外科 部長 福長洋介 
電話 03-3520-0111 
FAX 03-3570-0343 
 
研究代表者： 
〒135-8550 
東京都江東区有明 3-8-31 
がん研究会 有明病院 大腸外科 部長 福長洋介 
電話 03-3520-0111 
FAX 03-3570-0343 


